
平泉展のご案内
目的：この法人は、広く一般市民に対して絵画研修、展覧会、演奏会、講演会、交流会等を通し
て、芸術、文化、健康に関する活動や事業を行うことで、生涯にわたり豊かな人間性の向上を目

指し、健康で介護不要な楽しい人生が実現できるよう支援すること及び、芸術文化の振興に寄与
することを目的とする。

新世紀芸術
創造

自然を想う

共生

美の真実を
追求

美しい芸術は先ず「心」の健康を実現し汚れなき、純粋な手作りが真実の創
作の美を生む。純粋でなければ絵は描けないし、そのためには健康でなくては
いけないと思います。
［手は頭の心］・［足は体の心］、人間は二つ仲良く勤勉な働きと動きで他人
の世話を受けない人生を送りましょう。
この［心］は慈しみの心となり、２１世紀芸術発想の原点と知らせたいのです。
２０世紀芸術は、自己主張で前者を否定する前衛芸術でした。
今世紀人口飽和説や一方で少子化を嘆く人間の矛盾や欲望が交差し、経済恐慌
まで起きているときこそ人々の心の健康が大切です。
手作り出来る元気な［心］が人間に慈しみを生じ、豊かな社会環境と真の芸術
が生まれます。

NPO平泉会理事長 保坂良平

自然を想う新世紀芸術の始動、日本初の楽しい展覧会です！

【平泉展】
自然を想う慈しみの芸術
美を追求する芸術
健康な心を育む芸術
見ていて楽しくなる。
見ただけで愛情を感じる！

芸術は人間の心の“わざ”が創作の“出発”であ
り“目標”と考えています。
これを昔芸術至上主義といいましたが、今で
こそ種々創作が生まれる時代、
人間の“心と美”の表現が真実の芸術と云いた
い。

★特定非営利活動法人平泉会 平泉会事務所
〒178-0061東京都練馬区大泉学園町5－17－29 渡邊方 TEL・FAX 03-3923-3880

Email：info@heisenkai.org URL：http://www.heisenkai.org/ (平泉会で検索出来ます) 

２０２２年平泉会選抜展
■会期

2022年6月15日(火)～6月21日(火)
午前９時３０分～午後５時３０分
休館日 6月20日（月）
■会場：東京都美術館
２階第２展示室

(東京都台東区上野公園)

第35回平泉展(へいせんてん) 
■会期

2023年1月25日(水)～2月6日(月）
午前１０時～午後６時

休館日 1月31日（火）
■会場国立新美術館
１階展示室１Ａ （六本木）



平泉展 作品公募

世界でも全く新しい発想で新しい芸術創造には心身の大洗濯から始めたい。
誰もが「愛」の心豊かなら、手作業する人は純真な真実の「美」に近づけるのは確実です。
道徳やモラルに目覚め、21世紀の純粋な真実の芸術創造は私達、平和な泉湧く平泉会からと確信
しています
作品は未熟でも芸術に取り組む気持ちを大切にします。

（作品に心が現れる）どんな作品でも明るく楽しい作品を評価します。
大きさは、切手の大きさから自由です。たくさんの人に見ていただけます。自分の心と体を作っ
て、元気になり、思索・創作を継続することによって、「新しい芸術」が生まれて来る。
「楽しい手作り」の作品は、どんな未熟な作品でも、作る人の喜びは、自然の優しさで、見ただ
けで愛情を感じます。

平泉会
「平和で豊かな泉湧く」

自然との共生

人との共生

多文化の共生

平泉(へいせん)会とは「平和で豊かな文化の泉湧く」の事。
私が24年前に作ったグループ。高齢社会で人々がどの様に社会に関わって
いくか、真剣に考えたいと思った。
「作品で表現することも、行動、思想で表すことも「人」の表現として同
じである」とのは発想をもつ宮本常一先生の影響である。先生は、私のス
ケッチを見て喜び、私が歩いた跡を聞いて驚愕した。
私は、かつて先生の一人芝居「土佐源治」に感動する。極悪な環境が必ず
しもそれで終極しないことを学んだ。
美しい芸術は先ず「心」の健康を実現し汚れなき、純粋な手作りが真実の
創作の美を生む。純粋でなければ絵は描けないし、そのためには健康でな
くてはいけないと思います。

ＮＰＯ平泉会 理事長 保坂良平

平泉展は優劣をつけません、心を込めて描けば大丈夫です。
絵は心の表現で純真な心で描けば技術的に未熟でも伝わりますよ。
描くことで対象をよく見て自分と向き合えます。
出品して終わりでなく、初まりで、絵を描くことにより健康で精神の向上を
目指しています。
□作品 ※本人制作による完成した作品。
※未発表、既発表のどちらでも構いません。
※危険物や環境設備を汚染破壊する作品、運搬、設置に不都合及び危険を生
ずる作品、
著作権に係る作品等は不可。
□出品資格 年齢・学歴・経歴など問いません。
○手作りの展覧会は展示も撤去も皆で助け合って行っています。
○皆さん個性的でそれぞれの能力で運営にも協力していただいています。
○世間では“障害者”や“ぼけ”ていると言われてている人がいますが、平泉展
では個性として全てを認め、平等で助け合っています。

芸術に国境なし

自然と命を大切に

アーチストは皆平等

！手作りは
心と体の健康で

「優しい「心」が真実の創作美の源、もの作りで健康と元気に！


